
２０２１年４月　設定

部・同好会名 行動目標 具体的実践項目 部・同好会名 行動目標 具体的実践項目

1 野　　　球
・楽しく野球をする。
・全力プレー
・自己管理をする。

・足りない部分を自分で考え、動画などを活用する。
・辛い練習にも、楽しみを自分たちで作る。

11 卓　　　球

・大会で１つでも多く勝ち進
むこと
・団体戦、個人戦で全道大
会に出場すること

・向上心を高める
・チームの競争力を高める
・効率の良い練習の実施

2
女子バレー

ボール

・大会で１回でも多く勝つ。
・声を出し、覇気のある部活
にする。
・メリハリをしっかりする。

・基本的に休まない。
・人数に応じた様々な練習メニューを取り入れる。
・日頃から声を出す。
・コミュニケーションを増やし、ボールを落とさない。

12 演　　　劇

・計画をしっかり立てる。
・CastもStaffもモチベーション
管理をしっかりとおこなう。
・去年よりも良い成績を目指
す。

4月～勧誘、旭農祭台本制作、高文連台本制作、氷点華
5月～氷点華、旭農祭の練習
6月～旭農祭の練習
7月～旭農祭本番、高文連の練習
8月～合宿、高文連練習
9月～高文連練習
10月～高文連本番、反省

3
男子バスケット

ボール
堅守速攻

・どんなときも切り替え・行動をすばやく
・フィジカル向上
・今日より明日、明日より明後日と日々レベルアップ
・日々感謝・誠実勤労剛健の精神を忘れない

13 美　　　術

・部室の雰囲気を良くし、互
いの作品を評価し合える関
係にする。
・計画性を持って高文連に
向けての作品づくりに取り組
む。

・定期的に部内での交流イベントを実施する。
・作品を描くまでの準備を早めに行う。
・積極的に作品鑑賞したり、技法などを研究し技術の向上に努め
る。

4
女子バスケット

ボール
一心一意

・全力プレー
・フィジカル向上
・ボールに対する執着心
・日々感謝

14 茶　　　道
「書」を通して、己を見つめ
人間性の向上に努める。

自己の技量を高める
①手本をもとに技術を高める。
②あらゆる機会を活かし「書」に関わる知識を高める。
③部員と連携協力し、創作活動を行う。
④各研究会に参加し、展覧会に出品する。
⑤他校生との連携を図り、旭農書道部の充実を図る。

5 ソフトテニス 団体で全道大会出場
・素早く行動する
・簡単に休まない
・できなくても挑戦する

15 写　　　真
高文連地区大会団体1位を
目指す。高文連全道大会に
３人以上出場する。

・週2回の全体練習の内容を充実させ、個々の撮影技術を上げる。
・動物園などでの街撮りを増やし、シャッターを切る回数を増やす。

6 弓　　　道 インターハイ団体出場
・感謝の気持ちを持って練習に励む
・最後まで諦めない心を作る
・練習に対する質と量を確保する

16 書　　　道
「書」を通して、己を見つめ
人間性の向上に努める。

自己の技量を高める
①手本をもとに技術を高める。
②あらゆる機会を活かし「書」に関わる知識を高める。
③部員と連携協力し、創作活動を行う。
④各研究会に参加し、展覧会に出品する。
⑤他校生との連携を図り、旭農書道部の充実を図る。

7 陸　　　上 目指せインターハイ出場！

・礼儀！挨拶！
・走り込み、フォーム改善！
・時間の使い方
・気持ちの切り替え
・ポジティブ思考

17 吹 奏 楽 お客様の心に届く演奏を
・形骸化させない
・曲の表現と完成度を上げる

8 ス　キ　ー （２０２１年３月現在　休部中） 　 18 自然科学

飼育環境を見直し、整える。
継続飼育方法を確立する。
（サンショウウオ・エゾサンショ
ウウオ）

・サンショウウオとエゾアカガエルについて理解を深める。
・正確なデータを取るようにする。
・管理を怠らない。

9 サ ッ カ ー
挨拶・返事の徹底
時間厳守
感謝

・自分から、率先して挨拶する
・５分前行動の徹底
・周りの物や人への感謝を忘れない

19 図　　　書

生徒に本を読んでもらえるよ
うに活動する。
図書室内の整理・美化につ
とめる

・新型コロナウイルスの対策
・本の整理、図書室の清掃
・図書だよりの発行
・放課後の開館業務
・新着図書の受け入れ
・高文連図書委員研修会への参加

10 バドミントン
全道制覇
～最後まであきらめず楽しく
元気よく、体を壊さない～

・部員と仲良くする
・最初の一歩を大切に
・辛いトレーニングもあきらめず取り組む
・体を痛めつけない
・くじけない
・打倒部員～顧問を倒すくらいに～
・文句を言わない
・バドミントンを全力で楽しむ

20 放　　　送 素早く行動、自ら行動
・全校集会での放送の準備・運営
・校内放送の実施など活動を充実させる
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